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【基本方針１】誰もが文化芸術に触れ合える機会の創出（施策の方向Ⅰ 心の豊かさを目指して、Ⅱ 文化芸術をすべての市民に）
大 小 プラン R4当初計画 R3 R3 R4 R4 R4終了時に記入 R５ R5 市総合計画
分類 分類 事業名 連携・共催・協力・助成等 開催日・会場等 事業目的 記入項目 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 予算 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率

・出展者と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 1,079人 満足度 43.2% 64.6% 57.3%
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 １回 参画度 44.6% 55.7% 33.9%
4-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費 ―― ―― 0円 14,316円

収入 ―― ―― 30,000円 67,460円
・岡田文化財団助成 1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 600人 399人
・東洋文化資料館靑山讃頌舎 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回
工芸美術創工会協力 開催経費 ―― ―― 1,570,000円 1,079,083円
・伊賀市共催 収入 ―― ―― 530,000円 500,000円
・東洋文化資料館靑山讃頌舎協 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 600人 428人 400人 371人

4-Ⅰ 5-Ⅰ 開催数 2 2 1回 1回
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催経費 322,000円 398,532円 239,000円 178,963円

収入 30,000円 35,000円 入場料のみ 入場料のみ
・イベンターとの共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 300人 367人 300人 385人 330人

開催数 2回 2回 2回＋1回 2回＋1回 2回
開催経費 211,000円 210,000円 321,000円 426,806円 435,000円
収入 356,000円 374,000円 339,000円 532,244円 501,000円

・キレイアートフェスタ事務局と 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 1,300人 449人
3-Ⅱ 7-Ⅰ 開催数 1回 1回
4-Ⅱ 2-Ⅰ 開催経費 0 24,503円

収入 50,000円 72,150円
・岡田文化財団助成 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 1,080人 1,378人 900人 998人 1,500人
・大和ハウス工業協賛 3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 3回 3回 3回 3回 3回

開催経費 6,856,000円 5,976,025円 6,879,000円 9,984,343円 15265000
収入 3,386,000円 3,861,300円 3,869,000円 7,537,330円 10693000

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 90人 93人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 3回 3回 3回 3回

開催経費
収入

・コミュニティ助成 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 900人 855人
・伊賀市と共催 3-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 5,814,500円 5,447,299円
収入 ―― ―― 4,197,000円 4,118,990円

・東洋文化資料館靑山讃頌舎 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 200人 391人
協力 3-Ⅰ 4-Ⅰ 開催数 ―― ―― 1回 １回

5-Ⅱ 開催経費 ―― ―― 239,000円 222,250円
収入 ―― ―― 15,000円 16,400円

・伊賀市、くれない忌実行委員 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 332人
会と共催 5-Ⅱ 6-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 1,331,000円 1,160,888円
収入 ―― ―― 600,000円 546,260円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 120人 120人 86人
開催数 1回 １回 1回
開催経費 330,000円 330,000円 335,240円
収入 120,000円 120,000円 58,440円

・東洋文化資料館靑山讃頌舎協 1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 341人
協力 開催数 ―― ―― 1回 1回
・伊賀市と共催 開催経費 ―― ―― 402,000円 328,938円

収入 ―― ―― 入館料のみ 入館料のみ
・イベンターと共催 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 300人 191人

開催数 ―― ―― 1回 1回
開催経費 ―― ―― 321,000円 653,221円
収入 ―― ―― 115,000円 132,240円

・東洋文化資料館靑山讃頌舎協 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 300人 327人
・伊賀市と共催 4-Ⅰ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 217,000円 214,845円
収入 ―― ―― 入館料のみ 入館料のみ

・出演者と共催 1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 280人 383人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 １回

開催経費 ―― 321,000円 260,540円
収入 ―― ―― 87,000円 82,643円

・大和ハウス工業協賛 1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 370人 373人
2-Ⅰ 3-Ⅰ 開催数 ―― ―― １回 １回
3-Ⅱ 5-Ⅰ 開催経費 ―― ―― 4,791,000円 4,853,861円
5-Ⅱ 収入 ―― ―― 3,128,000円 4,030,080円
1-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 1,200人 1108人

開催数 ―― ―― 2回公演 2回公演
開催経費 ―― ―― 9,160,000円 8,669,790円
収入 ―― ―― 6,007,000円 5,564,400円

・伊賀市と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 1500人 1043人 1,500人 991人
2-Ⅱ 3-Ⅰ 開催数 1回+WS 1回+WS ５日間＋WS２ 5日間＋WS
4-Ⅰ 開催経費 1,000,000円 1,007,849円 910,000円 906,577円

収入 ０円 102,000円 0円 103,000円
1-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 64人 66人 60人 37人 60人
4-Ⅰ 開催数 5回 5回 5回 5回 5回

開催経費 13,000円 10,224円 15,000円 4,840円 10,000円
収入 32,000円 34,000円 30,000円 18,500円 30,000円

1-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 64人 66人 60人 80人 60人人
4-Ⅰ 開催数 5回 5回 5回 5回 5回

開催経費 12,000円 11,617円 15,000円 1,727円 10,000円
収入 32,000円 33,000円 30,000円 47,000円 30,000円
参加者数 ―― ―― ―― ――
開催数 ―― ―― ―― ――
開催経費 ―― ―― ―― ――
収入 ―― ―― ―― ――

【基本方針２】子どもたちが文化芸術を体感できる機会の拡充（施策の方向Ⅰ 子どもたちの心を豊かに、Ⅱ 成長に即した文化芸術の提供）

大 小 プラン R4当初計画  R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画

分類 分類 事業名 開催日・会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
・伊賀市こども未来課、子育て 1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 ―― 361人 ―― 246人

2-Ⅱ 3-Ⅱ 開催数 8回 8回 7回 7回

7-Ⅱ 開催経費 163,000円 157,292円 142,000円 157,847円

収入 15,000円 20,000円 0円 45,000円

1

単発企画創作アップリケに興味がある地域住民が多いこ
とが分かった。今後も地域で活動する作家等の
周知・発表に継続的に取り組むべきと考えた。

多種多様な芸術を発表、鑑賞できる空間づくりが目的。地
域で文化芸術に取り組む作家を紹介するため、市展いが
の彫塑工芸部門で入賞を重ねる織田育子の作品を展示
する。

4/21～24
伊賀市文化会館

織田育子個展
創作アップリケ

布を慈しみ　布と遊ぶ
1

世界中で活躍する質の高いクラシック・バレエ団を招
聘し、バレエ芸術への親しみと理解を深めてもらう。
地元バレエ教室生も特別出演。

検討中

継続

7/24　11/19　2/12
伊賀市文化会館

予算は「いろは」に含む

夏休み工作のワークショップが好評で追加開催
を行った。それがキッカケとなって子育て世代や
子どもたちが青山讃頌舎に来館し、展示を見て
芸術文化に触れていただく事ができた。

6

8

計画時基本方針

継続

8/27
伊賀市文化会館

キーウ・クラシック・バレエ
白鳥の湖

　タッチ・ザ・スタインウエイ
（青山ホール）

昨年度から続く平日コンサートとして開催。乳幼児入場可
の「お昼のフリーコンサート」（無料）では、天候（大雨）のた
め前年度より13名減じたものの、一般向けコンサートでは
28名増となり、全体でも18名増と本コンサートにおける固定
客が定着したと感じた。

穐月明が「後世に残すべき」と切望した美しい自然や
文化、伝統、美意識などの理解を深めるため、穐月
氏の代表作といえる石仏のシリーズ作品を展示。夏
休み工作のワークショップも開催。

6/3～8/22
青山讃頌舎

伊賀を代表するアーティスト元永定正を、ゆかりのピ
アニスト山下洋輔やアートディレクター北川フラムらと
共に偲んだ。このような特別な機械にもっと来場者を
増やせるようにしたい。

「ボレロ」のオーケストラ曲に合わせて、能とクラ
シックバレエの演舞による和洋のコラボ。これま
でにない創造空間を提供できた。

単発企画

継続

コロナ禍の影響からか過去最低の入場者となっ
たが、事前に会場配置や来場者への感染対策
をしっかりとしていたため、安心して開催、終了
できた。

継続

2/18
伊賀市文化会館

コロナ禍が３年目を経過して混沌とした世情の中、市
民に仕事や生活を乗り切るための気分転換の機会
づくりとして開催する。

普段触れることがない音楽ホールのピアノ・スタイン
ウエイを一般に開放し、気軽にピアノに親しんでもら
う。

コロナ禍の影響が少し懸念されたが、元来、独
りで参加する事業のためか、参加者が例年を上
回った。

基本方針

5月～3月
青山ホール

（計５回）

ふだん触れることがない音楽ホールのピアノ・スタイ
ンウエイを一般開放し、気軽にピアノに親しんでもら
う。

6月～3月
あやま文化セン

ター（計5回）

例年通り２種類のコンサートを併催したが、思う
に鑑賞者が訪れず、課題となった。しかしワーク
ショップは申込者が多く、芸術への関心の高さ
が分かった。

子育て支援アウトリーチ
事業連携7公演

1

――
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55.7%

継続

10

1

3/17～21
伊賀市文化会館

19

18

１/21
伊賀市文化会館

新年を迎えるコンサートとして、オーケストラ演奏をは
じめ、能楽やバレエと融合した空間を演出し、文化芸
術の多様な楽しみ方を提案する。

1

20

14

第18回伊賀市民美術展覧会
市展「いが」

1

1

2

7

倭太鼓飛龍コンサート2023
翔ぶが如く

１/15
伊賀市文化会館

本永定正生誕100年記念「山下
洋輔PIANO CONCERT」

第10回元永定正くれない忌企画
北川フラム×岡本栄対談

1 9
谷本景の軌跡

-The trajectory of Kei
Tanimoto-

12

5
キレイアートフェスタin伊賀市文

化会館
７/３

伊賀市文化会館

伊賀市文化会館のホワイエ等の空間を活用した手作
り品のフェスタ。作家の思いやその作品に触れ、制作
体験することで自分の感性や感情に目覚めることを
目指す。実行委員会との共催。

10/9
あやま文化セン

ター

バロック音楽の時代を象徴する楽器・チェンバロの音
色とその魅力をより多くの人に楽しんでもらう機会を
設ける。

計画時

市内の他の子育て支援センターでも開催する必
要性を感じているが、受け入れ側の理解が進ま
ないのが残念。

4
　　　　TAIRIKIプロデュース
古澤巌の品川カルテット

6/22
伊賀市文化会館

平日開催で且つ、アーティストとの共催、300名限定
で生演奏を鑑賞してもらう。乳幼児入場可の「お昼の
フリーコンサート(無料)」と併せ、、幅広い年代に演奏
機会を提供する。

11

満足度

参画度

1

1

1

1

1

1

1

1

市民の暮らしにクラシック音楽が定着する事を目的に、8年
目を迎えた。チャイコフスキーを年間テーマとし、ホール公
演や事前レクチャー、三重ゆかりの音楽家たちによるコン
サートを多角的に開催する。

1

43.2% 64.6%6-3
文化・芸術

相変わらずコロナ感染への危惧から収容率を
50％に制限した。オーケストラ公演を１公演増や
したことで、よりクラシック音楽の本質に迫れたと
思う。

継続

開催を心待ちにしている方が多く、継続的に続
けていく。
改修工事で休館となったため、開催数が減っ
た。

継続

単発企画

毎回新しい顔ぶれが訪れるようになり、僅かだ
が親子の姿も見られるようになった。これ以上参
加者があると、会場の課題が浮上する。

6-3
文化・芸術

市民文化の向上を目指す公募展として毎年開催。今
回も４部門の作品展示に加えて、コンサートや絵画
ワークショップを同時開催する。

鳥居先生による
なるほど～“クラシック”

(クラシックのいろは付随事業）

７/2日　11/12日
2/4

伊賀市文化会館

クラシックのいろはの各公演を前に、伊賀オケ指揮者の鳥
居明夫が各公演の楽曲などを判り易く解説する無料音楽
講座。

子育て中の親とその子に心温まる音楽を届け、音楽のあ
る豊かな暮らしを提案するため、伊賀市子ども未来課との
連携によって支援コンサートを各地で開催。

5月～12月　ハイ
トピア伊賀・阿山
保健福祉セン

ター他

ホールに響くバロックの音世界
～バッハの名曲とともに～

クラシックのいろは2022チャイコ
フスキーサウンドを追い求め！

　タッチ・ザ・スタインウエイ
（あやま文化センター）

通常展

チケットは発売日に完売。質の高いバレエ団による全幕公演、不随
事業のバックステージツアー（仕込み見学・リハーサル見学）、地元
のバレエ教室から子役出演・バーレッスンを実施し、地域住民にバ
レエ芸術への親しみと理解を深めてもらえる非常に有意義な機会
の提供ができたと実感できた。

単発企画

伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（公益財団法人伊賀市文化都市協会）　

1 3

1 2

15

98.0%

春の特別展　　　穐月明の愛し
た仏たち　龍谷ミュージアムの

ガンダーラ仏里帰り

4/22～5/22
青山讃頌舎

穐月明が収集し龍谷ミュージアムに寄託・寄贈したガ
ンダーラ仏を中心に展示し、ふだん見ることができな
い作品の展示を通して専用展示施設としての周知を
図る。

展示のほかにガンダーラ美術の研究者・宮治昭
氏の講演を行い、丁寧な解説でガンダーラ美術
について理解を広げることができた。

特別展

1 13

1 21 中野英一展（仮称）
日程調整中

伊賀市文化会館
2023年度に延期

夏の通常展
石仏の画家　穐月明

98.0%

――

――

秋の通常展
西国三十三所の寺と仏

10/21～12/25
青山讃頌舎

伊賀の自然や風景を愛し、心惹かれる情景を描いて
きた穐月明の西国三十三所（霊場）作品と仏像スケッ
チを公開し、市民に芸術や歴史に触れる機会を提供
する。

100.0%

元永定正生誕100年を記念したコンサート（山下洋輔
出演）とアートディレクター北川フラムと伊賀市長の対
談。アートと音楽などとの融合空間を提供し、住民の
感性を豊かにする。

99.0% 1.0%

―― ―― 100.0% 10.0%

―― 27.0%

98.0%

――

年頭にあたり質の高いプロ和太鼓奏者の演奏を聴き
ながら、コロナ禍の中で市民に希望と元気を与える
公演とする。

寺井尚子カルテット
Live in IGA 2022

11/６
伊賀市文化会館

ジャズヴァイオリニストとして活躍する寺井尚子によ
るカルテット編成のジャズコンサート。共催により実
施。

梅沢富美男劇団公演
～梅沢富美男のすべて～

このジャンルの公演は２回公演が条件のため、
遅い時間帯の公演はやはり集客に難がある。

単発企画

New Year Concert2023
～新春に舞う　和と洋の世界～

――

――

――

99.0% 0.0%
10/3

伊賀市文化会館

18.0%―― ――
新春通常展

「穐月明の動物大好き」
１/6～2/6

青山讃頌舎

伊賀の自然を愛した水墨画家穐月明の作品から動
物にちなんだ作品を展示し、市民に身近に文化芸術
に触れる場を提供する。

通常展茶室「聴樹庵」の庭のいろは紅葉の下で呈茶会
（抹茶・お菓子）を行う日は、グループでの来館
が増えた。

2.0%

1.0%
入場者は少なかったが満足度は非常に高かっ
た。出演者は日本屈指のアーティストだが、地
方での来場者数アップが非常に厳しく感じた。

検討中

目標人数を上回ることができた。今回は動物を
取り上げた事で、子どもでも楽しめる内容だった
ため、中学校の校外学習として来館いただけ
た。

通常展

―― 94.8%

99.3% 9.0%

――

―― ――

98.4% 4.0%

――

――

9/2日～10/10
青山讃頌舎

古伊賀の伝統のなかに独自の現代性を表現する伊
賀市在住の陶芸家　谷本景さんの作品を展示し、市
民に芸術や歴史に触れる機会を提供する。

パリ修行時代のエッチング作品、伊賀焼の茶
碗、最新の白と黒のドローイング作品など多彩
な作品展だったため、展示期間が短い中でも予
定以上のお客様にご来館いただけた。

単発企画

来場者は少なかったが、コンサート終了後に
チェンバロを身近に観てもらう機会を設け、イベ
ントとして100％の満足度を得た。

継続

1 17

延期

単発企画

単発企画

――

――

44.6%

３年ぶりの太鼓公演であり、開催への期待も強
かった。地元の和太鼓連絡協議会と今後も密接
な関係を築き、更なる集客につなげたい。

―― ―― ―― ――

4.2%

1 16

――

50.0%

100.0%

0.3%

伊賀市まちづくりアンケート

伊賀市まちづくりアンケート

ぶんと記載項目（満足度／子ども参加率）



　2023年5月24日現在 　　　　　　　　　　資料３-１伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（公益財団法人伊賀市文化都市協会）　
・地域創造助成 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 860人 587人 540人 1,153人 850人
・大和ハウス工業協賛 2-Ⅱ 3-Ⅰ 開催数 11回 8回 10回 10回 10回
・伊賀上野ケーブルテレビ協 3-Ⅱ 開催経費 3,970,000円 2,147,324円 2,230,000円 1,044,293円 2435000
賛 　 収入 2,000,000円 1,168,950円 150,000円 979,550円 997000
・文化庁助成 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 20人 20人（鑑賞者310人）

3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 ―― ―― 全6回 全6回
4-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費 ―― ―― 730,000円 683,822円

収入 ―― ―― 60,000円 415,200円
・地域創造助成 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 585人 278人 585人
・三重県文化振興事業団助成 2-Ⅱ 3-Ⅰ 開催数 ―― ―― 3回 ３回 3回
・大和ハウス工業協賛 開催経費 ―― ―― 5,859,000円 5,182,343円 5,532,000円

収入 ―― ―― 4,061,000円 3,846,850円 4,941,000
・上野図書館と共催 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 15組 15組 ―― ――

7-Ⅰ 開催数 1回 1回 ―― ――
開催経費 59,000円 31,061円 ―― ――
収入 ― ― ―― ――

・伊賀市スポーツ振興課協力 2-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 20人 20人 継続
7-Ⅰ 開催数 ―― ―― 5日 5日

開催経費 ―― ―― 130,000円 175,414円
収入 ―― ―― 160,000円 160,000円

・上野図書館と共催 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 80人 69人 18組 17組・親子45人

7-Ⅰ 開催数 ２回 ２回 1回 １回
開催経費 165,000円 161,154円 59,000円 20,508円
収入 ― ― 0円 0円

・三重大学伊賀研究拠点共催 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 80人 69人 80人 70人
・菜の花プロジェクト推進協議 3-Ⅱ 開催数 ２回 ２回 2回 2回
会等協力 開催経費 165,000円 161,154円 311,000円 274,680円

収入 ― ― 60,000円 54,000円
2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 120人（最大） 109人（実数）
3-Ⅱ 4-Ⅱ 開催数 4種類×2日 4種類×2日
7-Ⅰ 開催経費 1,123,000円 590,002円

収入 100,000円 109,000円
2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 150人 442人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 ―― ―― 7回 7回

開催経費 ―― ―― 537,000円 317,286円
収入 ―― ―― 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 10人 10人
3-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 ―― ―― 4回 4回

開催経費 ―― ―― 404,000円 543,931円
収入 ―― ―― 35,000円 105,100円

・子どもの本専門店メリーゴー 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 150人 172人
ランド等協力 3-Ⅱ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 １回

7-Ⅰ 開催経費 ―― ―― 653,000円 700,000円
収入 ―― ―― 70,000円 86,000円

・イベンターと共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 1,300人(2回) 1,419人(2回)
開催数 ―― ―― 2回 2回
開催経費 ―― ―― 7,000円 8,505円
収入 ―― ―― 62,000円 81,928円

・三重大学伊賀研究拠点協力 2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 60人 53人
3-Ⅱ 開催数 ―― ―― 3回 3回

開催経費 ―― ―― 260,000円 261,179円
収入 ―― ―― 30,000円 28,500円

・伊賀上野ケーブルテレビ協力 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 230人 487人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 1回 １回

開催経費 1,225,000円 1,073,335円
収入 175,000円 42,100円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 700人
2-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回

開催経費 ―― ―― 5,350,000円
収入 ―― ―― 4,070,000円

【基本方針３】担い手や後継者を育成し次世代へと繋ぐ（施策の方向Ⅰ 人づくりとまちづくり、Ⅱ 多様な人材活用による文化芸術の振興）
大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画
分類 分類 事業名 開催日・会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率

・伊賀芸術文化協会と共催 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 200人 273人 200人 347人 200人
3-Ⅱ 開催数 1回 1回 1回 1回 1回

開催経費 398,000円 410,000円 530,000円 354,582円 500,000円
収入 650,000円 661,000円 325,000円 346,700円 200,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 1,080人 1,378人 ―― 666人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 ９回 ９回 6回 6回

開催経費 6,856,000円 5,976,025円 1,298,000円 584,601円
収入 3,386,000円 3,861,300円 210,000円 354,350円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 200人 248人 150人 158人 250人
3-Ⅱ 開催数 1回 1回 1回 1回 1回

開催経費 325,000円 325,000円 101,000円 63,759円 94,000円
収入 200,000円 247,900円 75,000円 81,200円 125,000円

1-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 10人 26人
3-Ⅰ 開催数 ―― ―― ２回 2回

開催経費 ―― ―― 20000円 10,892円
収入 ―― ―― 10,000円 13,000円

・伊賀吹奏楽連盟と共催 3-Ⅰ 3-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 0円 0円
開催数 ―― ―― 1回 1回
開催経費 ―― ―― 0円 0円
収入 ―― ―― 0円 0円

・伊賀芸術文化協会と共催 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 80人 80人
3-Ⅱ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 280,000円 254,808円
収入 ―― ―― 80,000円 83,000円

・コンサート実行委員会協力 1-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 200人 248人 200人 ――
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 1回 1回 1回 ――

開催経費 325,000円 325,000円 370,000円 ――
収入 200,000円 247,900円 200,000円 ――

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 130人 ―― 130人
4-Ⅰ 開催数 ―― ―― １回 ―― 1回

開催経費 ―― ―― 600,000円 ―― 630,000円

2
R5
新
規

０歳からのファミリーオーケスト
ラ～だいすけお兄さんと遊ぼう

～

8/12㊏
伊賀市文化会館

20から40代の世代とその子どもを対象として、家族で
音楽に触れる機会を提供し、クラシック音楽への理
解を求める。

―― ――

ぶんとキッズ・アカデミー
目指せアーティスト！

3
5/21日 2/23
青山ホール

ステージひとりじめ
～大舞台であなただけの音色を

響かせて～
4

継続

子どもたちに和の文化を手ほどきし、興味を持っても
らうことを目的としたワークショップ。全６回に分けて、
茶道や華道の作法などを教える。

ぶんとキッズ・アカデミー
「サイエンス」Vol.1

第33回青山推薦コンサート7

6月～8月
赤井家住宅・蓑
虫庵・入交家住

宅

小学校入学前の時期に開催する「もうすぐ一年生の
クラシック」の入場者増が全体数を押し上げた。マタ
ニティ公演の参加者は依然少ないが、必要な事業で
あると認識している。

単発企画

伊賀地域の中学・高校の吹奏楽部員がコンクールを
目前に文化会館で演奏。本番さながらの演奏を聴い
て皆で応援する演奏会とする。

2

新事業として開始。ピアノ演奏はもちろん、コーラス
やギターといったジャンルにも利用いただけた。ま
た、反響版の効果も実感できたという声や、定期的に
開催してほしいという声をいただけた。

1

―― 90.0%

――

―― ――

100.0%97.3%

98.9% 5.8%

1.4%

―― ―― ―― ――

89.0%

0.0%

―― 100.0%

95.0% 100.0%

100.0% 100.0%

100.0% 100.0%

―― 100.0%

100.0%

50.0%

100.0%

100%

―― 100.0%

91.5% 14.3%

――

――――

――

―― ――

100.0% 100.0%

――

―― ――

100.0%

―― 100.0%

89.0% 50.0% 100.0%

――

―― ――

82.0% 3.0%

――

0.0%―― ――

100.0% 100.0%

100.0%

100.0% 100.0%

――

13.0%

―― ――

―― ――

――

――

63.5%

37.4%

100.0%

63.0%

――

100.0% 100.0%

――

100.0%

継続

52.4%

6-4
歴史・文化
遺産

記念事業として昨年10月に予定していたが、新型コ
ロナの影響による中止を経て１年越しに開催。チケッ
トは完売し出演者・来場者ともに満足度の高い公演と
して実施できた。

継続

単発企画

58.8%満足度

10歳までに聴かせたいクラシッ
ク

－音で楽しむクラシック－

5
中学高校吹奏楽オープンリハコ

ンサート

13

2/23
伊賀市文化会館

8/7  8/21
伊賀市文化会館

大勢の前で音楽を披露することで出演者の励みとす
ると共に、当協会の文化まちづくり事業等への活動
機会を提供し、地域の文化芸術振興の担い手となっ
てもらうことを目的とする。

サン＝サーンスの「動物の謝肉祭」を中心とした
コンサート。予想以上の来場者を迎え、家族で
楽しんでもらえた。

延期

4

継続

実験の難しさを感じる事に個人差があると思わ
れる。次回は低学年が親の手を借りずに一人で
できる題材選びが必要。こども大学とは違う観
点から事業を実施する。

3

新人演奏会nいが40周年記念事
業

和の心～音色の饗演～

基本方針

小学生たちに6種類のアート制作の場を提供して、文
化芸術への関心を高めるとともに、地元を中心とした
アーティストに活躍の場を提供する。

3

3

学習教材の人気キャラクター・しまじろうによるファミ
リー向け劇場公演として、ベネッセコーポレーションと
共催により実施。

14

11

2

2

ワクワクKIDSの和文化探検隊
茶道・華道のオ・モ・テ・ナ・シ

3

次世代を担う子どもたちが科学に興味を持ち文化力
を高め、将来、地域に貢献できる人材の育成を目指
す。

8/5 3/28
ゆめテクノ伊賀

9

当協会が設立した「IGAオーケストラアンサンブル
BUNTO」によるファミリー向けコンサートとして、0歳
からの参加者に音楽に触れる場を提供する。

11/5
崇広堂

6

エンリガーレコンサート
～私たちの大切にしたいもの～

11/23 12/3
12/26

テクノホール

5

小学生を対象とした音楽プログラムとして、年間3回
に分けてホールでのクラシック音楽公演を開催。成
長に即した文化芸術の提供を目指す。

3/26
青山ホール

2023年度に延期

図書館クイズ
～ミッションブドウの木を実らせ

よう～

3

82

2

2

感性豊かな小さい頃から生の音楽に触れ、身近に楽しむ
環境が必要であり、成長に合わせた段階的な音楽プログ
ラムを提供することで、子どもや家族が音楽に興味を持ち
続けるよう企画。

子どもたちに図書館の仕組みを知ってもらう事業。出
されたクイズを館内の資料で調べて回答する方式
で、楽しみながら図書館を身近に感じてもらう。

チャイルドクラシックプログラム
おなかのなかからクラシック

わんぱくキッズのクラシック探検
隊等　８公演

ぶんとチャイルドクラシックプロ
グラム

0歳からのファミリークラシックコ
ンサート

絵本を作ろう！
絵本からあふれる「音」コンサー

ト
2

2

2

2

しまじろうコンサート
サンタのくにのクリスマスレスト

ラン

絵本の創作を通して、楽しさを知って想像力を育み、
講師との対話によるコミュニケーション能力のアップ
や、自分の思いを正確に人に伝える能力を高める。

助成金対象事業だが、多くの子どもたちに音楽
を届けるための周知が更に必要。

新規

出演者ゆかりの人や家族のみを観客とする無
料コンサート。出演者が舞台で演奏する喜びを
感じながら、次年の演奏会で本来の実力が発揮
ができることを目的とする。

和楽器や日本音楽の素晴らしさを広く市民に周知す
る。2021年度に企画・中止となった新人演奏会inいが
40周年記念事業として延期開催。

地域の音楽家や音楽家を志す人たちに、日頃の研
鑽の発表の場として開催。若い音楽家の飛躍の姿を
来場者に披露することで、さまざまな音楽の発展を目
指す。

2/5➡2023/4/16
に延期

青山ホール
延期

7/17
伊賀市文化会館

未来を担う子どもたちが教科書や本、メディアでは伝わらないプロによる演
奏やアート制作などを鑑賞・体験することで、芸術文化をより身近に感じる
ことができる。“生きた授業”としての教育的効果や、更には「芸術家のたま
ごの可能性を秘めた存在」としての育成や、アーティストとの交流によって
キャリア学習にも繋がり、且つ子どもたちの「将来の夢」となる指針事業と
なった。

継続

継続ピアノ愛好者ばかりではなく、管弦打楽器の愛好者
たちにもホールのステージを練習会場として開放し、
技量アップやステージの感覚を味わってもらう。

継続

5/15
あやま文化セン

ター

伊賀コミュニティオーケストラによるワンコインコン
サート。気軽に聴ける楽曲を中心に選び、来場者に
とって身近な演奏会を目指す。

子どもたちが科学に興味を持ち、地域に貢献できる
人材を育てるとともに、産学官連携地域産業創造セ
ンター「ゆめテクノ伊賀」の周知を図る。

第17回さんさん名曲コンサート

コロナ禍による感染懸念がまだ残っている時期
の開催であったが、予測以上のお客様が来場
し、公演を楽しんだ。

単発企画

継続

継続

学校アウトリーチ事業
市内小中学校７校

9月～12月
各小中学校

音楽やアートに触れる機会が少ない教育現場にアー
ティストを派遣し、子どもたちに感動を与え心豊かに
育つことを願った事業。４カ年にわたり市内全28小中
学校で実施する方針。

7/30  10/16
12/25

伊賀市文化会館

出演者数が10名と例年より少なく、それに伴い
入場者数も前年度を下回る結果となった。今後
大学紹介において新人演奏会inいがの案内を
明記し発送する必要性を感じた。

第41回新人演奏会inいが

11/27
伊賀市文化会館

こども大学
Science Lab　（第26・27回）

10/15  11/5
11/20  12/11

あやま文化セン
ター

3

5月～3月
伊賀市文化会館

他

子どもたちに市内の文化財施設を知ってもらうと
共に、茶道・華道を通して、日本の伝統文化にと
ても興味・関心を持ってもらうことができた。

100.0%

2016年度から取り組み6回目の開催で、人気の
講座として定着している。参加者にはモノづくり
を楽しみながら芸術を楽しむきっかけの場として
定着している。

4/3
伊賀市文化会館

2 6 BG塾
8月1・2・3・8・9
B&G海洋セン

ター

子どもたちの生活リズムが乱れがちな長期休業中
に、学習、読書、スポーツなど様々な活動を行い、子
どもたちに規則正しい生活を送ってもらうことを目的
とし開催。

イキイキとした子どもたちの笑顔が多くみられた
一方、集中が持続できない参加者や、うまくいか
なかったプログラムもあり、次年度に向けて考慮
が必要。

2 10

子どもたちが自分だけの絵本の世界を創造する
ことができ、自分のために作られた音楽（生演
奏）と共に朗読できたその経験は、記憶に強く
残ったと思う。

継続

継続

2
bimonthly Condert

(クラシックのいろは付随事業）
伊賀市文化会館

5/28 7/18  9/23
11月/26  1/28

3/11

2 7

単発企画

3

2 15

3 8

計画時

継続

継続

３年ぶりの開催となったが、地域オケとしての団
員の演奏に来場者は心豊かにされたと思う。チ
ケット完売が予想されたので、事前告知をしっか
りする必要を感じた。

3

コロナ禍の影響でキャンセルが目立ったが、参
加者には地域の魅力に触れながら化学の不思
議を学ぶことができたと思う。

――

夜のとしょかん体験
8/2

上野図書館

閉館した夜の図書館で、乳幼児や小学生を対象に行
う事業。指令所に従って本を探すなど、図書館の仕
組みや裏側を知ることで来館や貸出のきっかけづくり
をする。

参加希望者（親子）が多いため、感染予防を行
いながら徐々に参加者数を増やしたい。

継続

三重ゆかりの音楽家たちを起用したコンサート。選曲や司
会、進行など舞台上の全てを出演者が考案し、観客を楽し
ませる工夫を凝らしてもらう。

若き音楽家のためのコンサートだが、クラシック
のいろはの年間テーマに合わせて、出演者たち
が選曲や編成を工夫してくれている。

継続

――

2 12
子ども100人とあーとのまつり

2022

10/16
岩倉峡公園キャ

ンプ場

元永定正生誕100年を記念して開催。子どもの本専
門店の協力を得て、100人規模の子どもたちが「元永
定正」的なアート制作を体験し、創造性豊かな感性を
養う機会とする。

開放的な空間で子どもたちに自由なアートを体
験させることができた。遊びのブースを設けて、
遊びながらアートを楽しむことができた。作品を
展示する機会があれば良いと感じた。

単発企画

―― ―― ―― 100.0%

7/21～8/30
上野図書館

小中学校に図書館クイズを配布し、図書館に来
て回答してもらうなど、来館できない子どもたち
に興味を持ってもらえるような方法が検討できれ
ば。

――

伊賀市まちづくりアンケート

67.2%

参画度 36.3%



　2023年5月24日現在 　　　　　　　　　　資料３-１伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（公益財団法人伊賀市文化都市協会）　
収入 ―― ―― 130,000円 ―― 130,000円

【基本方針４】施設の整備・有効活用による文化芸術環境の整備（施策の方向Ⅰ 施設の管理と機能の発揮、Ⅱ 施設の保存と有効活用）

大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画

分類 分類 事業名 開催日・会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
・京都藝祭交流協会JARFO 1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 1,000人 1,565人
と共催 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 623,000円 732,732円
収入 ―― ―― 50,000円 124,960円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 200人 603人 200人
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回 1回
6-Ⅰ 開催経費 ―― ―― 173,000円 172,263円 225,000円

収入 ―― ―― 20,000円 19,000円 15,000円
1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 600人 503人
3-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 143,000円 227,727円
収入 ―― ―― 30,000円 1,500円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 1,000人 600人 900人 1,094人 継続 1,000人
4-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 １回（8日間） １回（8日間） 1回(7日間) 1回(7日間) 1回
6-Ⅰ 開催経費 961,000円 935,000円 979,000円 1,139,844円 956,000円

収入 0円 10,000円 0円 24,000円 ―
・天児会、宗人会と共催 1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 600人 556人

5-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 1回
開催経費 ―― ―― 150,000円 142,784円
収入 ―― ―― 10,000円 0円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 各回70人 66人と35人 70人・70人 86人・65人 継続 140人
4-Ⅱ 開催数 2回 2回 ２日間 2日間 2回

開催経費 408,000円 266,000円 491,000円 478,882円 491,000円
収入 90,000円 52,000円 140,000円 164,000円 140,000円

1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 180人 132人 180人 141人
7-Ⅰ 開催数 ２日間 ２日間 ２日間 ２日間

開催経費 90,000円 71,153円 90,000円 65,488円
収入 90,000円 66,000円 90,000円 70,500円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 585人
4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 145,000円 211,354円
収入 ―― ―― 30,000円 246,730円

・ギャラリーやまほん共催 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 600人 1,305人 1,300人 1,407人 継続 1,300人
4-Ⅱ 6-Ⅰ 開催数 １回 １回 1回 1回 1回

開催経費 322000円 646,978円 671,000円 681,458円 672,000円
収入 30,000円 323,086円 250,000円 384,974円 300,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 600人 1,234人
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 1回

開催経費 ―― ―― 290,000円 168,977円
収入 ―― ―― 50,000円 85,360円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 600人 1,739人
4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 247,000円 278,732円
収入 ―― ―― 30,000円 50,107円

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 559人
4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 150,000円 240,762円
収入 ―― ―― 50,000円 83,050円

・伊賀市と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― ―― 2,010人
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 1,291,000円 959,581円
収入 ―― ―― 0円 44,440円

・伊賀市と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 500人 1,005人
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 387,741円
収入 ―― ―― 62,590円

・伊賀市と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 405人
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ――
収入 ―― ――

1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 180人 132人 180人 164人
7-Ⅰ 開催数 ２日間 ２日間 ２日間 ２日間

開催経費 90,000円 71,153円 90,000円 85,793円
収入 90,000円 66,000円 90,000円 82,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 300人 391人 300人 144
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 １回 １回 １回 1回
7-Ⅰ 開催経費 92,000円 36,414円 92,000円 48,580円

収入 入館料のみ 入館料のみ 入館料のみ 入館料のみ
1—Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 40台 148人
4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 1,080,000円
収入 ―― ―― 80,000円 80000

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 180人 132人 300 550
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 ２日間 ２日間 1 1
6-Ⅰ 開催経費 90,000円 71,153円 45000 未確定

収入 90,000円 66,000円 0 0
1—Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 600人 459人
4-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 270,000円 214,109円
収入 ―― ―― 10,000円 0

1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 40人 44人 40 人 32人 検討
4-Ⅱ 開催数 1回（２日間） 1回（２日間） 1回(2日間) １回(２日間)

開催経費 17,000円 13,364円 14,000円 15,591円
収入 0円 5,000円 0円 5,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 600人 286人
4-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回 １回

開催経費 ―― ―― 270,000円 256,289円
収入 ―― ―― 20,000円 5,600円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 800人 1,300人 800人 1,300人 継続
3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 1回 1回 １回 １（10日）回
5-Ⅱ 開催経費 203,000円 238,025円 22,900円 298,025円

収入 120,000円 197,590円 12,000円 161,185円
・実行委員会協賛 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ３２人 117人 32人 167人 継続

3-Ⅱ 4-Ⅱ 開催数 ４日間 ４日間 １（４回）日 ４日間 親子での参加者も増え、このイベントを通して家
族の会話が広がったように感じる。

2/3～12
赤井家住宅

真冬という開催時期と有料開催という事情が入
場者減に影響したと思われる。開催時期を見極
める必要がある。

夏休みと重なったこともあって、多くの興味や関
心を集めることができた。親子でのイベント参加
者が同様イベントでは最高となった。

継続

184

4

4

4

真夏の夜のステンドグラス展Ⅳ

参加者は正月飾りの手作り体験を喜びと共に受
け入れているが、今後は正月に相応しい別分野
の体験を検討する。

中辻悦子と元永悦子　私は悦子

大人のワークショップ
「迎春」

寄せ植えで愉しむお正月飾り

気軽に楽しく！古代遺跡で！
グラウンドゴルフ！城之越遺跡

Autumn cup2022

各地で活躍する現代美術作家、黒田峯夫氏による創
造性豊かな作品の展示を通して、感性を豊かにし、
作家の活動を知る機会とする。

1/14～2/12
崇広堂

単発企画

想定以上の来場者があり、キッチンカーが出る
日に特に多かった。ライトアップの期間や時間
帯、遊歩道のぬかるみなど改善点もある。

企画展とし
て継続

2/18,19,25,26
崇広堂

伝統的なひな祭りと伊賀焼の器を使って茶道を体験
することにより、地域住民の文化振興や生涯学習の
推進及び施設の利活用を図ることを目的とする。

11/2～30
旧小田小学校本

館

4

4

4

21

4

同時開催のお城のまわりライトアップイベントと
ともに、夜の来館者が多数集中したため、密を
避けるための対応を改めて考える必要性を感じ
た。

全国て活躍する工芸作家の作品を一堂に集めた企
画展。現代的な暮らしに寄り添う生活工芸品の数々
が、人々に潤いや安らぎを与える。

4

23

ドライブインシアター
SING：ネクストステージ

元永紅子
－朱ト赤ト紅カラ生マレタ女ノ子

－

伊賀市に映画館がなくなり、映画を希望される市民
の声がたくさんある事から、コロナ禍でも安心して映
画を楽しんでもらえるよう普段味わうことのできないド
ライブインシアターを提供。

10/1～31
入交家住宅

元永定正生誕100年を記念し、弊協会独自の催しとし
て開催。元永の娘・紅子の多様な作品を展示する。

10/1～31
赤井家

4

22

元永定正生誕100年を記念した展覧会として伊賀市
との共催により実施。赤井家住宅と入交家住宅で中
辻悦子、元永紅子の作品展を独自に開催し生誕100
年を関連づける。

11/23～12/4
崇広堂

基本方針

日本画という日常に接する機会の少ないジャン
ルであったが、予想以上に多くの人々に興味を
持ってもらえた。制作実演も頻繁に行い、感心を
広げることができた。

20

日本画で魅せる季節のうつろい

昆虫や生物を題材にし、生態を観察して巧妙に造っ
たガラス作品の数々を展示し、地域住民に感性豊か
に芸術に触れる機会を提供する。

4/20日～24日
入交家

会場の牡丹の満開期に合わせて開催。日本画家・津
田親重の日本画作品を展示し、ミニコンサートなどを
併催。施設の認知度を高める。

17
　旧小田小学校本館企画展

親も子も学んでいる小学校国語
科の文学教材展

24
伊賀上野城下町のおひなさん

雛見茶会

AKAIKE ART GALLERY 2021
硝子雛展Ⅶ

生活工芸展in史跡旧崇広堂
act4

AkAIKE ART GALLERY 2022
つのだゆき・角田恵子親子展

夏の硝子

黒田峯夫いのち２

19 岩倉峡 紅葉ライトアップ
11/15～30

岩倉峡公園キャ
ンプ場

紅葉が美しくなる時期に、園内の樹々を愛でながら
自然を感じ取ってもらうため、夜間のライトアップを行
い、施設の認知度アップにも繋げる。

約30人のガラス作家が様々な技法を駆使した硝子雛
を展示。ガラスが織り成す芸術に親しんでもらう。

様々な世代の人に旧小田小学校本館（県文化財）を
知ってもらい、来館者増に繋げる。今回は国語教科
書に掲載の児童文学や古典文学などを紹介。特別
体験授業も行う。

継続

20.0%

――

―― ――

4%

――

――

0.0%

0.0%

98.7% 5.9%

25.0%

93.0%

――

家族連れで訪れ、小さな子供が作品に触れる機
会が増えたのが喜ばしい。作品を撮影可として
いるため、接近による破損が心配事となってい
る。

2.0%

90.0% 4.0%

伊賀が生んだ名高きアーティストの作品とその
足取りを多くの市民に伝えることができた。他の
２会場で夫人や娘さんの作品展も初めて開催で
きた。

単発企画

単発企画

県外参加者もあり情報が伝わっている実感が
あった。コースの長さが身体的負担になるとの
話も聞き、見直しの必要を感じた。

継続

――

――

――

単発企画

98.7%

――

――

93.9%

――

15.0%

3.2%

3.7%

99.3%

15.0%

50.0%

3.0%

9.6%

95.3%

――

―― ――

88.9%

――

――

96.0%

99.3%

――

――

――

――

100.0%

91.2%

97.0%

97%

――

――

――

単発企画

8/19～28
赤井家

様々なデザイン、色合い、発想の作品が並び、
市民の鑑賞眼を広げることができたのではない
かと思う。

単発企画

独自の感性を磨き上げた13人のジュエリー作家の作
品を展示販売し、地域住民の感性を豊かにし芸術文
化への関心を誘発する。

素材が異なる高品質な作品を観る機会となった
が、一般的なジュエリーとの違いや魅力を伝え
るのが難しく、周知方法を考える必要がある。

２人の作家が作品を表現する最終の場面として
会場を選んだなど、開催趣旨を表示したことで、
鑑賞者の理解を広げた。

単発企画

――

63.5%

37.4%

2.0%

100.0% 3.0%

97.7%

4.0%

98.9%

88.0% 10.0%

96.0%

――

15.0%

1.3%

93.6%

――

95.1% 0.0%

――

90.0%

――

95.0%30.0%

―― ――

――

――

――

―― ――

――

――

1.0%――

――

――

1.0%

――

98.0%

――

――

――

満足度 58.8% 67.2%

参画度 36.3% 52.4%

国語教科書という、ある意味でビジュアル性の
希薄な企画内容のためか、来館者数が奮わな
かった。

　
来場者の中には子どもの姿もあり、芸術文化に
興味、関心を示す第一歩として開催できた。

単発企画

映像と作品を写すという新しい手法で施設内の
空間を演出した。来場者からは「また違った作品
を見れてよかった」等多くの良い感想を得ること
が出来た。

来場者は少なかったが、作家がほぼ連日在廊し
て鑑賞時の質問に答えるなど、作品への理解度
を深めた。

4

4

単発企画

4 16

10

10/1～31
崇広堂

4
6/23～7/2

赤井家

ガラス作家・石田慎の作品展示によって地域住民に
芸術文化への興味・関心を誘発することを目的に開
催。

4
8/11～21
崇広堂

すうこうどう寄席
Vol.24   Vol.25

13
生誕100年元永定正展

一寸先は光

単発企画

単発企画

4

4

5/7  9/24
崇広堂

AKAIKE　ART GALLERY 2022
石田慎硝子作品展

11

11/3
あやまB&G海洋
センター駐車場

14

大野由美子×尾花友久二人展
かたまりとかさなり

京人形という普段見ることが出来ない伝統的な
作品の鑑賞機会を提供できた。市内在住作家
の出展もあり、伊賀にも京人形の作家がいる事
も知ってもらえた。

12/17,18
赤井家住宅

山野草や季節の草木の身近な寄せ植えの魅力を、
体験によって多くの人々に感じてもらうことを目的と
する。

７/9～24
崇広堂

書と非書の際in伊賀2022

延期

1

AKAIKE ART GALLERY 2022
コンテンポラリージュエリーとそ

の世界

4

発売前から問い合わせが多く、発売日には即完
した。伊賀市初のドライブインシアター及びコロ
ナ禍という事もあり反響が大きかった。

AKAIKE ART GALLERY 2022
大平和正－風器－展

AKAIKE ART GALLERY 2022
京人形の世界－面庄一門によ

る－

8

3

4

伊賀地域や全国で活躍するステンドグラス作家の協
力を得て、市民にアート作品や展示空間を楽しんで
もらう機会とする。

4/22～5/1
崇広堂・赤井家・

入交家

「風器」をテーマとする創造性豊かな作品を展示し、
住民の暮らしにアートを添える＋artの一環として開
催。

光のART展Ⅶ
光と影

～SHADOW～

9

2

15

4/8～17
崇広堂・赤井家・

入交家

京都藝祭交流協会の協力のもと、全国及び海外から
33人のアーティストによる現代書芸術の世界を体感
してもらう。

4
5/3～13
赤井家

京人形「面庄一門」の作品を展示し、暮らしにアート
を添える＋artの一環として開催。伝統的な京人形の
展示により、芸術文化への関心を誘発する。

5

エンリガーレコンサート
～私たちの大切にしたいもの～

4

4 12

10/12  10/14
城之越遺跡➡運
動公園に変更

緑広がる古代遺跡を活用し、グラウンドゴルフを通じ
て市民の健康・スポーツ推進はもとより、参加者みな
さんのふれあいの場としして交流を促進する。

3/26
青山ホール

2023年度に延期

6

9/16～25
赤井家

各地で活躍する現代美術作家、大野由美子と伊賀
市在住の陶芸家、尾花友久の創造性豊かな作品を
展示し、来場者の感性を豊かにするとともに、作家の
活動を知る機会とする。

上記（4-14）と合わせて集計

元永定正生誕100年を記念し、弊協会独自の催しとし
て開催。元永の妻・悦子の多様な作品を展示する。

様々なデザイン、色合い、発想の作品が並び、
市民の鑑賞眼を広げることができたのではない
かと思う。

95.0%

毎年、人気作家の作品に人気が集中するため、
展示方法や購入方法を変えたことで混乱を回避
した。若年層の来場も増え、イベントとして定着
してきた。

4

4

4

我が国独特の芸能である落語を身近な距離で鑑賞
することにより落語特有の仕草や表情など、生の芸
を楽しんでいただき、落語ファンの定着を目指す。

長い用紙に書くなど魅力的な体験イベントもでき
た。年度始まりで周知不足もあり、開催時期など
が要検討となった。

単発企画 6-4
歴史・文化
遺産

チケット完売になった回もあり、会場にお客様が
入れない状況をつくらない対策が重要と感じた。

3 8

計画時

歴史情緒あふれる旧藩校の和の空間を活用し、ステ
ンドグラス、陶磁器などの作品が光と陰で彩られる
アート空間を楽しんでいただく。

4/29～5/5
崇広堂

7
気軽に楽しく！古代遺跡で！

グラウンドゴルフ！城之越遺跡
Spring cup2022

5/16  5/18
城之越遺跡

緑広がる古代遺跡を活用し、グラウンドゴルフを通じ
て市民の健康・スポーツ推進、さらには参加者のふ
れあいの場とする。

新たな参加者もあり、出会いや友だちづくりなど
人と人の繋がりを感じた。賞の内容を見直して
期待感と楽しみがある競技にしたい。

継続

―― ―― ――

単発企画

伊賀市まちづくりアンケート

―― 93%



　2023年5月24日現在 　　　　　　　　　　資料３-１伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（公益財団法人伊賀市文化都市協会）　
6-Ⅰ 開催経費 242,000円 95,388円 219,000円 179,885円

収入 42,000円 49,800円 134,000円 66,800円
参加者数 ―― ――
開催数 ―― ――
開催経費 ―― ――
収入 ―― ――

【基本方針５】歴史と風土が育む文化芸術の継承と新たな文化芸術の創造（施策の方向Ⅰ 郷土が育んできた歴史・文化の再評価、Ⅱ 新しい文化芸術の創造）

大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画

分類 分類 事業名 開催日・会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
・現代工芸美術家協会と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 2,000人 3,001人
・伊賀華道協会協力 3-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 ―― ―― 1回 1回

5-Ⅱ 開催経費 ―― ―― 1,042,000円 1,538,814円
収入 ―― ―― 45,000円 0円

・実施委員会に参加 1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 250人 225人
5-Ⅰ 開催数 ―― ―― 1回 1回

開催経費 ―― ―― 2,711,000円 2,110,314円
収入 ―― ―― 2,711,000円 2,590,076円

・伊賀市、伊賀市教委と共催 1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 300人 282人
・東洋文化資料館靑山讃頌舎 5-Ⅰ 開催数 ―― ―― 1回 1回
協力 開催経費 ―― ―― 273,000円 134,074円

収入 ―― ――

【基本方針６】観光・産業との連携による文化芸術の全国発信（施策の方向Ⅰ 文化をツールとした地域活性化、Ⅱ 都市の文化的な顔づくり）

大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画

分類 分類 事業名 会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3速報値R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 ― ― 20人 17人 継続 32.9%
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 ― ― 1回 １回

開催経費 ― ― 136,000円 92,398円 39.9%
収入 ― ― 50,000円 76,100円

1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 20 19 40人 14人 継続 32.9%
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 １回

開催経費 86,000円 151,563円 90,000円 130,510円 39.9%
収入 90,000円 106,150円 90,000円 78,370円

1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 20 19 40人 27人 継続
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 1回 1回 2回 2回

開催経費 86,000円 151,563円 190,000円 254,489円
収入 90,000円 106,150円 190,000円 129,870円

6-Ⅰ 7-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 10人 7人 単発企画
開催数 ―― ―― 1回 １回
開催経費 ―― ―― 30,000円 41,601円
収入 ―― ―― 18,000円 21,000円

1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 100人 43人 100人 1人
4-Ⅱ 6-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 1回
7-Ⅰ 開催経費 9,000円 ０円 9,000円 19957円

収入 50,000円 68,915円 50,000円 2,330円

【基本方針７】文化芸術を通した社会的課題への取り組み（施策の方向Ⅰ 社会参加のきっかけづくり、Ⅱ 協働の場の創造）

大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５ 市総合計画

分類 分類 事業名 会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3 R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 6,000人 8,425人 ― 2,009回視聴 中止 47.9%
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数 12回 10回 10回 4回
7-Ⅰ 開催経費 0 0 0円 0円 32.4%

収入 ― ― ― ―
1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 ―― ―― 70人
3-Ⅱ 5-Ⅱ 開催数 ―― ―― １回
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催経費 ―― ―― ―― ――
7-Ⅱ 収入 ―― ―― ―― ――

・地域創造事業 1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 ―― ―― 140人＋120人 117人＋81人
3-Ⅰ 7-Ⅱ 開催数 ―― ―― 4Or＋1公演 4Or＋1公演

開催経費 ―― ―― 290,000円 212,760円
収入 ―― ―― 50,000円 24,000円

【その他事業】

大 小 プラン R4当初計画 R2 R3 R3 R4 R4 R4 R５

分類 分類 事業名 会場等 事業目的 計画時 実績 計画時 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 R3満足度 R3子供率 R4満足度 R4子供率
・伊賀市グラウンドゴルフ協会 1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 延べ2100人 延べ1225人 1200＋540人 1069＋533人 継続
協力 7-Ⅰ 開催数 16回 10回 練習15大会１ 練習15大会1
・市内企業協賛 開催経費 382,000円 ―集計中― 390,000円 未確定

収入 327,000円 378,100円 390,000円 388,400円
7-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 20人 31人 継続

開催数 １回 2回
開催経費 4,000円 10,213円
収入 4,000円 6,200円

・上野商工会議所、伊賀市商 3-Ⅰ 3-Ⅱ 参加者数 50人 51人 80人 99人 継続
工会協力 4-Ⅰ 6-Ⅰ 開催数 ― ― 2回 2回

開催経費 75,000円 77,460円 111,140円 102,473円
収入 ― ― ― ―

6-Ⅰ 7-Ⅰ 参加者数 延べ7,100人 延べ5,754人 継続
開催数

4期ないし5期 4期ないし5期

開催経費 3,056,416円 2,949,884円
収入 3,705,000円 3,533,750円

子ども参加率（ホール）＝％

大人の手作り体験
～木で作るMyターナー～

6/12
岩倉峡公園キャ

ンプ場

自らの手でターナー（木べら）を作成し、木のぬくもり
や自然を体感していただくとともに、岩倉峡公園キャ
ンプ場に親しみを持ってもらう。

大人を対象にしたことで、ゆったりと体験する時
間を提供することができた。少人数で開催する
ことで講師の指導も行き届いた。

親子での参加者も増え、このイベントを通して家
族の会話が広がったように感じる。

5

特別展
文化の交差する所　伊賀

－出土品が語るその歴史と文
化－

第39回上野城薪能

地元の出土品を紹介する本格的な企画展として
開催。多くの考古ファンに伊賀の歴史文化への
再認識を与えたと思う。

伊賀市で出土した土器などの展示を通して、郷土と
その歴史等に関心を抱いてもらう。市、市教委と共催
により実施。

3/21～未定
青山讃頌舎

5/26～6/5
文化財３会場

国際的な場でも評価を得ている日本現代美術家協
会の協力を得て、各会員の優れた作品を展示し、地
域住民に一級の現代美術工芸品に触れる機会を提
供する。

5

中止コロナ禍により中止

2/18,19,25,26
崇広堂

伝統的なひな祭りと伊賀焼の器を使って茶道を体験
することにより、地域住民の文化振興や生涯学習の
推進及び施設の利活用を図ることを目的とする。

3

4 24
伊賀上野城下町のおひなさん

雛見茶会

手作りアートの雛人形展
2月

入交家

――

100%―― ――

100% ――

――

1.4%

100.0%

33.9%

――

98.6%

57.3%

――

100%

15.0%

――

98.2%

――

97.0%

5.0%

81.0%

安心の事前講習！
一泊二日のソロキャンプ体験会

2022　　初級編

第11回IGA地域情報交流カフェ(OL
セミナー)

第12回IGA地域情報交流カフェ

会場の展示環境を現代美術家協会が認めてく
れたことで、伊賀でこれだけの作品が集められ
た。出展者の理解と協力も大きかった。

計画時

単発企画

継続予定

計画時基本方針

伊賀地域の新規操業者や中小事業者などの情報交
換やビジネスマッチングの場として毎年開催（第11回
は感染防止対策のためオンラインで実施）。

6/23-30(OL)
11/29

ゆめテクノ伊賀

6-3
文化・芸術

満足度 64.6%

コロナ禍以降初の開催であり、座席間隔や舞台
配置など検討案件が多く、内部打合せや先生確
認が大変だった。しかし、お客様には満足いた
だいと感じている。

43.2%

参画度

35.3%

参画度

38

家族や友人が一緒になって、スポーツを通して心の
ふれあい、仲間づくりを目的として、グラウンドゴルフ
の練習及び大会を催す。

4

8 2

8

7

1
集まれグラウンドゴルフ仲間！
第16回集まれグラウンドゴルフ

仲間BUNTO杯

4～11月及び
11/17

運動公園競技場

5月～3月
伊賀市文化会館

新型コロナウイルスの流行で音楽家たちの活動が制
限され、ホールの活用も思うままに進まない状況下
において、文化の灯を消さぬようYouTubeによって音
楽（番組）を発信する。

計画時

季節を感じるキャンプ　冬泊　～
winter of the four seasons～

7

1
現代工芸美術家協会第60回記

念巡回展
現代工芸展in伊賀2022

6

25

5

県内在住の能楽師による本格的な能公演として開
催。上野城をバックにした薪能により、能楽創世・観
阿弥生誕地とされる伊賀を盛り上げる。

6

1
　ぶんと公式情報チャンネル　ワ

クドキするはず知らんけど

基本方針

5/21-22
岩倉峡公園キャ

ンプ場

基本方針

1/13～3/12(金
土日のみ)

岩倉峡公園キャ
ンプ場

単発企画

基本方針

100% 7%

100% 0%

―― ――

2.2%

5.0%

ぶんと記載項目（満足度／子ども参加率）

―― ――

――――

100% ――

81.0%

―― ――

5.0%

――――

――

――

―― ――

―― ――

――

―― ――

6

2

4 25

4-1
都市政策

年中キャンプを楽しむ人が増え、キャンプ場を閉鎖す
る冬場でも問い合わせが相次いでいるため、ニーズ
に対応できる事業として企画。

冬キャンプを多くの人に浸透させたいが、今季
は天候に恵まれず、一定の参加者を見込むこと
の難しさを感じた。

満足度

5-5
生涯学習

満足度

参画度

4年ぶりのリアル交流会では参加者が講師に熱心に
話し掛け、関連業種の参加者らも有効に情報収集で
きた。講師（起業者等）どうしのつながりも生まれ、互
いのビジネス進展に期待したい。

8 4 ぶんとフィットネス教室
通年

しらさぎ運動公園
ほか

市民の健康増進や新たなエクササイズへの参加意
識を高めるのが目的

感染対策で定員を減員したため、参加を断った
ケースもあった。次年度は定員を元通りにして、
そのようなことがないよう計画する。

87%

40.2%

38.8% 48.5%

100%

計画時

9/10
上野城特設舞台

コロナ禍で中止

100% ――

文化振興プランの推進方法の１つとして、行政、公益
文化団体、関係団体・個人などが会する場を設け、
中川・審議会長による基調講演および４グループに
分かれての意見交換を行う。

―― ―― 98.0% 1.0%

35.3%
体調不良やコロナの影響で直前キャンセルが
あったが、ニーズの高さがわかった。こんごは親
子の参加など幅広く呼び掛けたい。

4-1
都市政策

満足度 15.1%

86.9%
(講演理
解度）

伊賀市文化振興プラン
講演会＆意見交換会

9/１
伊賀市文化会館

2

57.5%

ソロキャンプ初心者を対象に安心してキャンプを楽し
んでもらい、多くの人に伊賀の自然に触れる機会を
提供する。

男性とその子どもの参加もあったが、男女混在
でも問題なく開催できた。タープの講習を希望す
る参加者が多かった。好評のため定期的に開催
したい。

15.1%

51.2%

高齢者施設や障害者施設への音楽アウトリーチ（４
施設）とホール公演を組み合わせた事業として、地域
創造と連携。

ぶんととして初めての福祉施設アウトリーチ。懸
念は多くあったが開催してみると参加者に感受
性豊かな人が多く、音楽に聴き入ってもらえたよ
うに感じた。

2022年度にコロナ感染者数が減少・横ばいに
なったことにより、ホールの貸館がコロナ以前に
戻りつつあるため、一旦舞台からのライブ配信
は様子を見ることにした。

練習会場を一時、しらさぎ運動公園多目的グラウンド
に移行し、雨や暑さ対策につなげた。大会では感染
リスクを避けるためか参加者が減少した。今後は先
進地視察等を行いたい。

リピーターの参加がほとんどで、新規参加者が
少なく、目標参加者数に届かなかった。ソロキャ
ンプのブームが下火になったのか？

ノルディックウォーキングを体験
してみよう Vol.25

7/13
しらざぎ運動公

園

市民の健康増進を図るとともに、ニュースポーツへの
参加意欲の高揚を目的とする。

今年度は2回ともお天気に恵まれ屋外で開催で
きた。参加者数は、1回目(7/13)が22名に対し、2
回目(11/2)は9名と少なくなってしまった。

告知から開催まで充分な期間を設けられなかっ
たため、より多くの市民の参加を得ることができ
なかった。しかし、参加者からは建設的な意見
が数多く寄せられた。

3
　公共ホール音楽活性化事業

竹多倫子ソプラノリサイタルin伊
賀

10/31　11/1
11/3

あやま文化セン
ター

7

伊賀市まちづくりアンケート

伊賀市まちづくりアンケート

伊賀市まちづくりアンケート

ぶんと記載項目（満足度／子ども参加率）

ぶんと記載項目（満足度／子ども参加率）

ぶんと記載項目（満足度／子ども参加率）

6 1
一泊二日のソロキャンプ体験会

お花見Ver.

3/25-26
岩倉峡公園キャ

ンプ場

ソロキャンプを始めるきっかけとなるよう、陽気の良
い時期に開催し、夜はライトアップした桜を愛でるな
どキャンプ場の特性を生かした事業とする。

6 3
安心の事前講習！

一泊二日の女子ソロキャンプ体
験会

10/1-2
岩倉峡公園キャ

ンプ場

特に抵抗感が高いと思われる女性を対象に、安心し
てソロキャンプを楽しんでもらい、男女問わず多くの
人に伊賀の自然に触れる機会を提供する。

――

――

――

55.7%44.6%

28.9%

24%
参画度 57.5% 51.2%

7%100% ―― 100%


